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土組織を観察した。これまでの胎土の研究は組成に関する研究が中心であるが、本論文では結晶構造や胎
土組織に着目して研究し、焼成温度の推定につなげている点が新規研究である。これらの結果と組成分析
の結果をあわせて原料の産地の検討をおこない、時代とともにアスワンからアル=フスタート近郊に産地
が移動したことを明らかにした。特に、鉱物成分の分析が極めて有効であることを示している。また、元
素･組成と結晶構造から焼成温度の推定をおこなっている。焼成温度が不安定な時代から安定した時代に
変化したことから焼成技術の成熟度を明らかにした。この効果として量産化が進む社会的な背景と関連
付けて説明している。これまで推定の域にあったものを自然科学的に明らかにした点は評価できる。また、
釉薬については、基礎釉の材質とその着色成分について研究をおこなっている。その結果から着色剤の時
代的な変遷を明らかにしている。このような検討から、これまで考古学的視点や様式論から示されてきた
分類の妥当性を自然科学的な分析手法を用いることで明らかにするとともに社会的な変遷まで言及した
広範な内容の論文である。このように、社会の変革との関係を自然科学的な手法で明らかにするなどの成
果は自然科学と人文科学の融合による成果として高く評価できる。また、博士研究を進める中で、播磨に
ある高輝度放射光施設(SPring-8)に課題提案をして蛍光Ｘ線分析による微量元素の分析から産地推定の
可能性の研究をおこなった。村上君は常に新しい視点からの研究を展開し、研究手法として有効であるこ
とを見出した。このことは研究者としての今後の発展につながると考えられる。本論文の成果は研究手法
としても活用でき、今後のイスラーム陶器の調査はもとより人文分野と自然分野の融合領域の研究手法
として提案している。本研究では、資料は早稲田大学や出光美術館所蔵であるが、自ら交渉して共同研究
をおこなう等、極めてアクティブに研究を推進してきたことは研究者としての能力の高さを示している。
その結果、自然分野と人文分野との融合研究としてまとめることができたものと考える。 
 以上の成果は、審査付きの学術誌へ主筆論文は3報(うち、英文は1報)、投稿中が1報で、共著で2報投稿
済であり当研究領域の内規も満たしている。 
 以上のことから、本論文は博士 (文化財)の学位を授与するのに十分な論文内容と業績であると判断す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
